
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県医師会  

保育サポートシステム 

子育て医師 

★お預かりできるお子様★   

年令制限はありません。 

 

 

★お申し込みができる方★   

長崎市、西海市、長与町、時津町で働いている医師 

またはその区域に住んでいる医師（諫早市・大村市も応相談） 

※常勤・非常勤・修練医・研修医、男女を問いません。開業医も含みます。 

← 配偶者が専業主婦（主夫）でもＯＫ 
 

 

★保育サポートシステムとは★ 

子育て中の医師を支援するために、それぞれのニーズに 

合ったサポーターを紹介する医師専用のシステムです。 

 

・長崎大学病院 

メディカル・ワークライフバランスセンター 

〒852-8501 長崎市坂本１丁目７-１   

TEL＆FAX．095-819-7979 （担当：有馬、南） 

E-mail info01@nagasaki-ajisai.jp  

http://nagasaki-ajisai.jp/ 

【長崎県医師会保育サポートシステム】  
・長崎県医師会 

〒852-8532 長崎市茂里町 3-27  

TEL．095-844-1111 FAX．095-844-1110 （担当：岸川） 

E-mail  hoikusupport@nagasaki.med.or.jp 

http://www.nagasaki.med.or.jp/  

↑ホームページからも問合せ、申込みＯＫ 

 

★通常利用料金（標準として）★ 

平日：￥1,000/1ｈ 早朝・夜間・休日：￥1,200/1ｈ 病児（軽度）保育：￥1,500/1ｈ 

 

 
サポーターさんに 

お願いする前は、お迎えの 

ことが気になって、夕方以降 

そわそわしていましたが、今は 

 落ち着いて仕事や勉強が 

できるようになりました。 

   
 

仕事が長引くと、保育園の 

迎えが間に合わない 

「保育サポートシステム」をご利用ください！ 

塾や習い事に通わせたいけれど

送迎の時間がとれない… 

 

子どもの具合が悪いとき、病児保育 

施設が満員だったときはどうしよう 

★こんな方は…★   

新規申込みの方を対象に応援キャンペーンをおこないます。 

先着１０名様までに、５０００円分の利用券を進呈します。 

この機会に細やかなサポートを実感してみてください！  

※利用券は２月末日までにお使いください。 

それ以降は無効です。 

※ただし規定の人数に達した場合はその時点で終了。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜活動の状況 ＞   
     

★申 し 込 み 医 師：  54 名 

・実際にサポートを受けた医師：37 名 

・平成 28 年度の利用医師実数：24 名 

★サポーター登録者： 116 名 

・平成 28 年度の活動サポーター実数：27 名 

（平成２9 年 8 月現在） 

 

★平成２８年度の総活動数 ４５１件 

そのうち 

・送迎をともなう活動 ２８４件 

（自家用車、バス、路面電車、徒歩、タクシー） 

・時間外（18:00 以降、土日等）の活動  

１５６件 

・病児保育 3 件 

・きょうだい同時預かりの活動 ７１件 

・家事支援メインの活動 １７７件 

   スタート当初からすると 

ずいぶん利用者も増えている 

みたい。仲間がいるとわかると 

利用者も安心です。 

  活動回数や活動時間 

が伸びていますね。楽しい時

間を過ごしながら先生の役

に立てれば嬉しいことです。 

主な活動内容（平成２８年度） 

・送迎のみ（幼稚園から保育施設、学校から塾、保育施設から習い事など） 

・送迎＆保育（保育施設から医師宅＆その後医師帰宅までの預かり） 

・送迎＆食事提供（塾に行く前の軽食、塾で食べる弁当など） 

・出勤前の預かり＆送り（医師の出勤後しばらく保育、保育施設へ送り） 

・サポーター宅での預かり（学会や講義などの間の預かり） 

・医師宅での預かり（軽い風邪症状のときの見守り、行事の間の預かり） 

・家事支援（医師親子と一緒に過ごしながら家事全般の援助） 

・その他（習い事の間の付き添い、新１年生の下校付き添いなど） 

※髪を切りに行きたいといったリクエストもありました。もちろんＯＫです。 

《 実際の利用例と料金など 》 ※料金などの設定はコーディネーターも一緒に相談して決めます。 
 

 頻度 
子ども

年令 
サポート内容 

活動時間 

料金･実費 
備 考 

ケース

1 

週 2 

～３回 

 

 

時どき 

休日も 

1 才 

3 才 

１７：３０…保育園にお迎え 

  ↓    

１７：４５…医師宅着 

１８：３０（食事を始めるまでの 

      サポート） 

学会などへの参加時の預かりも 

1 時間→1500 円 

（2 人目半額） 

 

 

休日料金（1200 円

/1ｈ）適応 

保育園から医師宅までは、1 才児はベビー

カー、３才児は手をつなぎ、徒歩で。 

 

高齢の祖母のアシスタントとして 

帰宅後の手洗い、着替え、食卓の準備など

を手伝う。 

ケース

2 

週２回 

（臨時の

追加もあ

り） 

１０才 

8 才 

１６：３０…学校にお迎え 

↓   自家用車で塾へ移動 

１７：２５頃…塾前で降ろす。 

※塾で食べるお弁当を作る 

1 時間→1500 円 

（2 人目半額） 

弁当代…500円（作

る時間･材料費とし

て） 

別途、自家用車のガソリン代として 

３００円 

 

サポーター宅で食事をとる場合もあり。 

※料金は銀行振り込みで 

ケース

3 

用 事 が

あ る と

きだけ 

7 才 

4 才 

仕事や学校行事、習い事などの場合

に、サポーター宅で預かり。おやつ

なども。 

 

1 人を３時間 

→3000 円 

２人を３時間なら 

→4500 円 

サポーターの自宅での預かり 

（送迎は医師） 

※料金はその都度現金で手渡し 

 

 

 

平成２６年６月から活動を始めた当システム、おかげさまで満３年。 

下図は３年間の実績を表すグラフです。 


